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1. ィ.腎孟乳頭癌の 1例
ロ.癌腫転移による無尿症の 1例
三橋慎一，奈良林定，山崎芳久
イ) 55才男。 2ヶ月前から血尿。 28年 8月入
院，逆行性腎霊像にて左腎霊乳頭状腫蕩と決定，腎
劇術施行。腎霊全体の花キャペツ状腫屡が実質を高
度に圧迫侵潤した定型的腎孟乳頭癌。
ロ) 41才女。 28年 7月自然流産後性器出血暫時
持続の既往歴あり。同年 9月無尿突発し， 5日後当
科入院，内診により両側卵巣部に腫癌を見.tr右尿
管カテ{テノLは共に該部にて抵抗あり。右のみ上方 
25cm迄挿入可能なるも共に排尿な<，直ちに右腎
被膜剥離及び腎痩造設を行い痩孔より排尿開始。手
術時卵巣癌を思わす切片を得。後，左側同様子術施
行。 35日目，黒褐色排便と恒吐あり，同日夜死亡。
剖検により胃癌の揺:撞及び胃癌穿孔なるを知る。 
2. 躍諜韓粒腫
成田日赤大隅忠義 
54才の女子の謬様稗粒腫の l'Wtlを報告する。家族
歴，既往歴特記することなし和織学的には無安化
の真皮の結締織の等質性愛1tは弾力線維のZ羽生に図
るものではないことは明確でありこの点戸沢， it井
等の報告に一致し，このZ羽生物質の本休の究明が今
後に課せられた本症の研究目標であると推察する。 
3. オーレオマイシシ過敏症例
林 易，平岡真
山口崇夫，田中英正 
50才男子に発生せるオーレオマイシンによると
忠われる重量麻疹様症例を執告した。
此の患者に対してオーレオマイシユ/の経皮的過敏
性反応を試みたところ陰性であった。之に反し内服
による過敏性反応試験は陽性であった。
オーレオマイシンの副作用としての報告例を考察
L特に皮膚症状につき検討した。
質問 竹内 勝
1. 抗菌剤によるアレルギーの御経験なきゃ。
2. 我教室でも昨年来数回ペニシリンアレルギー
注射に基くショック症状・主主麻疹
他に点眼薬・ペニシリン軟膏の連用により多くのも
のは感作されるを舟った。
謹加 山崎勲(成田日赤〉
抗生物質による ToetalSchockの経験はないが
ペニシリンの外用(軟膏，点眼〉の連続は寧ろ感作
を起すのが通例ではないかと思う程多い。この際抗
原性を示すのは基剤でなくペニシリン自体にある。
温加 石田清(館山病院〉 
St. my.に依る Urticaria? 
30Lj. 合朝鮮 
Lungen in自ltrat. Epididy. tbc. sinst. 
St. my. 1g. 1w 2x Inj. 
Inj.前 lwに「サシミ Jにより Urtieariaを生ず， 
St. my. 開始後 19 腎筋内注射後 3~4st で Rumpf 
fこUrticariaを発生， Aderoxin Ca. V. inj. ~こよ
り消退，その後 St.my. Inj.後必ず発疹を生じ， 
Ade. Ca.を V.inj.す。
然L， St. my.を続けても発疹は増悪せず， 35g 
終了，その後発疹を生せず。 
4. ヒノキチオールの実験的研究と臨林治験
皮膚泌尿器科今井利一，林 易
麻生和雄，三橋慎一
ヒノキチオーノLの経皮吸収性，糸状菌阻止態につ
き実験を行った結果，家兎健常皮膚より 24時間内に 
10%以上が尿中に排世せられると共に，皮膚，肝・
腎・脳等にも止まるを知り，且つ，諸種糸状菌は， 
5000倍稀釈にて完全阻止， 10，000倍に到りその阻止
能を失ーうを明らかにした。叉臨肱的に 1%の「ヒ J吸
水軟膏を使用して，慢性湿疹鎮庄作用を見，糸状菌
症に於ても見るべき効果を上げ得たが，円形脱毛に
は有効とは云い難かった。
遺加 竹内勝
教室に於て昨年来プナ材の泊の製品であるヒノキ
チオー ノLを用い真菌性疾患、，癌序症，円形脱毛症， 
白殿風等に用い相当な効果を見たので，動物実験で
作用機序を研究した。ヒノキチオーノL軟膏塗布後脳・ 
肝・腎並に血液・尿中にヒノキチオールの鉄反応から 
局処浸透のみならず流血中並に各臓器中の吸収量を
